
―1― 

研 究 成 果 報 告 書（掲載期間 2018.11－2019.10） 

 

審査学術論文 
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学会発表 
 

(1) 川元信国，西脇武志，蔦森秀夫，吉田佳典：V 曲げ成形におけるサロゲートモデルの構築による金型設計手法の検

討：日本塑性加工学会，第 70回塑性加工聯合講演会，2019年 10月，千葉． 

(2) 大西宏明，西脇武志，蔦森秀夫：逆解析を用いた軟鋼板の高ひずみ域応力-ひずみ曲線の取得方法：日本塑性加工

学会，第 70回塑性加工聯合講演会，2019年 10月，千葉． 

(3) 佐古尾凌大，西脇武志：局所溶体化処理を施したアルミニウム合金板の対向液圧成形：日本塑性加工学会，2019

年度塑性加工春季講演会，2019年 6月，京都 

(4) 諸岡雅大，西脇武志，芝世志造：対向液圧せん断加工における変形過程の観察：日本塑性加工学会，2019年度塑

性加工春季講演会，2019年 6月，京都 

(5) 川元信国，西脇武志：V曲げ成形金型の設計手法の検討，日本設計工学会東海支部，平成 30年度研究発表講演会，
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学外競争的研究資金獲得 
 

(1) 西脇武志：平成 31年度戦略的基盤技術高度化支援事業，部分的に軟化させたアルミニウム合金板による燃料タン

ク向け深絞り成形技術の開発, 平成 30年 

(2) 西脇武志，蔦森秀夫：知の拠点重点研究プロジェクト／先進的 AI・IoT・ビッグデータ活用技術開発プロジェクト

／大規模材料データ及び CAEによる自動車向け設計生産技術, 令和元年. 

 


